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滋賀大学の新しい動き
　

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
（
金
）
か
ら
十
一

日
（
土
）
に
か
け
て
、東
京
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
平

成
十
六
年
度
全
国
学
生
証
券
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

で
、
本
学
経
済
学
部
の
有
馬
敏
則
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
、
第
一
テ
ー
マ
「
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

是
非
」
部
門
で
優
秀
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
選
出
さ
れ

る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　

賞
状
と
優
勝
カ
ッ
プ
が
授
与
さ
れ
た
が
、
賞

状
に
は
「
貴
団
体
は
平
成
十
六
年
度
『
証
券
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
大
会
』
に
お
い
て
、
優
秀
な
論
文
を

作
成
し
、
且
つ
積
極
的
な
姿
勢
で
討
論
に
参
加

し
議
論
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
を
称
え
こ
こ

に
賞
し
ま
す　

全
国
証
券
研
究
学
生
連
盟
委
員

長　

石
井
純
平
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
学
生
証
券
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
は
昭
和

五
十
七
年
か
ら
年
一
回
十
二
月
に
開
催
さ
れ
、

今
回
が
第
二
五
回
大
会
に
当
た
る
伝
統
の
あ
る

討
論
大
会
で
あ
る
。
表
彰
制
度
は
平
成
十
五
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
今
年
が
二
年
目
で
あ
る
。

　

昨
年
は
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
で
同
一
部
門
内

で
慶
応
大
学
の
池
尾
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
優
秀
ゼ
ミ

の
表
彰
を
受
け
残
念
な
思
い
を
し
た
。
今
年
こ

そ
は
と
、
平
成
十
六
年
五
月
か
ら
指
導
教
授
と

ゼ
ミ
生
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
参
加
論
文
作
成

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
下
準
備
と
し
て
六

月
と
十
一
月
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
関
西
学
生

証
券
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
春
季
大
会
と
秋
季
大
会
に
参

加
・
討
論
し
て
全
国
大
会
に
備
え
た
。

　

平
成
十
六
年
度
全
国
学
生
証
券
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
大
会
に
は
七
つ
の
テ
ー
マ
に
全
国
の
大
学
か

ら
一
一
六
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
研
究
会
、
合
計

五
六
九
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
は「
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
是
非
」

　
「
銀
行
に
将
来
性
は
あ
る
か
否
か
」「
年
金
制

度
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
」「
証
券
販
売
チ
ャ

ネ
ル
の
拡
充
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す

か
」「
株
主
価
値
経
営
の
是
非
」「
証
券
取
引
所

は
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
て
い
く
べ
き
か
」「
中

国
経
済
は
脅
威
か
否
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

　

全
国
学
生
証
券
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
は
五
月
に

そ
の
年
の
テ
ー
マ
（
例
年
六
〜
七
テ
ー
マ
）
が

公
表
さ
れ
、
各
大
学
の
ゼ
ミ
や
研
究
会
が
一
斉

に
論
文
作
成
に
取
り
掛
か
る
。
有
馬
ゼ
ミ
の
場

合
、
各
ゼ
ミ
生
が
参
加
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
参

考
資
料
・
文
献
を
収
集
し
、
論
文
の
構
成
を
決

め
る
。
各
ゼ
ミ
生
の
論
文
の
ノ
ル
マ
は
四
千
字

以
上
で
、
夏
休
み
中
が
書
入
れ
時
で
あ
る
。
九

月
末
に
教
員
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
最
終
論
文
を

作
成
し
、
十
月
末
ま
で
に
討
論
相
手
大
学
に
送

付
す
る
。
そ
の
後
質
問
書
・
回
答
書
を
送
付
し

あ
い
大
会
に
備
え
る
。

　

今
年
の
大
会
は
第
一
日
目
、
十
二
時
三
十
分

か
ら
十
七
時
四
十
五
分
ま
で
と
十
八
時
四
十
五

分
か
ら
二
十
一
時
ま
で
討
論
を
行
っ
た
。
第
二

日
目
は
、
九
時
か
ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
討
論

を
行
い
、
十
三
時
四
十
五
分
か
ら
十
五
時
ま
で

各
テ
ー
マ
の
総
ま
と
め
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
第
一
テ
ー
マ
の
指
導
講
師
は
、
斎
藤
美

彦
独
協
大
学
経
済
学
部
教
授
が
担
当
さ
れ
た
。

　

有
馬
ゼ
ミ
は
二
十
五
年
間
、
全
国
学
生
証
券

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大

会
に
参
加
し
て
お
り
、
来
年
も
健
闘
を
誓
っ
て

い
る
。

（
経
済
学
部
教
授
）

有　

馬 

敏　

則

有
馬
ゼ
ミ
全
国
学
生
証
券
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

大
会
で
優
秀
ゼ
ミ
に
選
出
さ
れ
る

有馬ゼミの学生
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